
 

 

 

 

緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

 

提出日 令和４年１１月１日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

山形大学医学部附属病院がん患者相談室 

企画名 

～大学病院が教える！がんにまつわるエトセトラ vol.６～ 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

院内ポスター掲示、県内医療機関への周知・ポスター掲示、ホームページ掲載、外来患者・

ご家族へ直接案内など 

当日の実施内容について 

日時(期間) 令和４年 10月 29日（土）13：30～15：30 

実 施 場 所 山形医学交流会館（山形市飯田西２－２－２） 

参 加 人 数 対面 20人、Zoom参加 30人程 

具体的な実施内容：メインテーマを「知りたかった！緩和ケアの本当のところ」とし、45

分で一般市民向けに緩和ケアの概略を説明した。担当は緩和ケアチーム専任医師で、緩和

医療学会で作成されている緩和ケア普及啓発資材を用いて行った。またがんゲノム医療と

重粒子線治療について別途担当医師より講演があった。講演後は質疑応答をおこなった。 

効果について(アンケートの結果など) 

効果についてはアンケートなどを収集していないので分からないが、当日は患者の参加も

あり、患者立場からの思いや要望などが聞かれた。実際の診療の場では聞きづらいことな

どを聞くことができ、気分が晴れたという話もあった。また音楽療法や臨床宗教師などに

ついても話題に挙がり、参加者層は緩和ケアに関心の高いことと思われた。対面参加の方々

からは直接お話を伺うことができたが、オンラインでは双方向のやりとりがうまくできな

かった。地域を支える企業の方の参加もあり、顔の見える関係を築く第一歩になった。 

その他報告 

当院がん患者相談室が中心となり、がん患者さんとそのご家族が、がん治療や支援に関わ

る正確な情報を得られ、療養生活の質の維持向上を図るため、「大学病院が教える！がんに

まつわるエトセトラ」を定期的に開催している。今後も継続して行っていきたい。 

公式ホームページ（緩和ケア.net）への掲載について  

■ 掲載してもよい    ・    □掲載しないで欲しい 

※掲載を希望される場合、個人情報の取扱いにご注意ください 



 

 

 

 

●ポスター、チラシなどを作成した場合、添付してください 

●当日の様子(当日配布資料、会場、イベント実施時の写真など)を添付してください 

※個人が特定できるお写真などの情報の掲載はお控えください。 

 

 

 

 

 

（チラシ・ポスター・写真など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


